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平 成 11年 度 総 会,御 案 内
日 時

内 容

6月19日働 年 後 3時
御招待予定恩師

午後 3時  通 常総会
午後 4時  記 念音楽会
演奏 本 高吹奏業部
指揮 吉 野雅文

場 所  母 校 本 庄高校視聴覚教窒
石井 薫 ・高橋 甲 両先生
得)午 後 5時  懇 親 会 (会費3,000円)
① 場所 埼玉グランドホテル本庄 (本庄駅南日)
② 交通 母校よりの送迎バスの用意あり

１

２

「松
は
緑
に
八
千
革
匂
い
」
と
旧

制
中
学
校
歌
に
あ
り
ま
す
が
、
母

暴

婁

戸

谷

全

克

（高

一
回
卒
）

校
の
本
々
も
日
毎
に
緑
を
増
し
て

参
り
ま
し
た
。
会
員
の
皆
様
に
は

ご
健
勝
に
で
ご
活
躍
の
事
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
度
私
達

一
回
卒
が

実
行
致
し
ま
し
た

「
年
後
五
十
用

「
石
の
上
に
も
二
年
」
と
云
う
こ

と
わ
ざ
通
り
後
輩
た
ち
に
も
必
ず

受
け
継
が
れ
て
行
く
も
の
と
確
億

致
し
ま
す
。

処
で
、
昨
今
の
経
済
情
勢
の
変

化
に
対
応
す
る
た
め
に
、
会
安
納

入
方
法
も
今
回
か
ら

一
枚
の
振
込

用
紙
で
年
会
費
又
は
終
身
会
費
を

会
員
が
選
択
し
て
納
付
す
る
方
法

に
変
え
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
又
、

六
月
の
総
会
に
は
年
会
費
の
改
訂

案
を
上
程
さ
せ
で
頃
き
ま
す
。
金

利
の
低
迷
が
続
く
よ
チ
で
す
と
、

従
来
の
終
身
会
費
を
主
と
し
た
方

法
よ
り
年
会
費
納
入
推
進
へ
と
軸

足
を
移
す
こ
と
も
考
慮
す
べ
き
で

は
な
い
か
と
思
案
致
し
て
お
り
ま

す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
の
経
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

図

書

寄

贈

発
行
者
　
中戸
谷
全
克

（高
１
）

「柏
朋
」

発
行
者
　
欠
代
和
正

（高
６
）

「本
町
自
治
会
史
」

平
成
１１
年
二
月
卒
業

同
窓
会
幹
事

一
控勇
（全
・定
）

Ｏ
は
学
年
幹
事

ク
ラ
ス
　
氏
　
名

　

　

住
所

１
　
田
中

幸
宏

（熊
谷
市
）

州
松
亜
希
子

（深
谷
市
）

２
　
大
騒
　
祥

一
（深
谷
市
）

森
　
　
飛
鳥

（神
川
町
）

３
　
鴫
崎
　
健
太

（上
塁
町
）

齋
藤
由
香
塁

（深
谷
市
）

「石
の
上
に
も
三
年
」 会長 戸 谷 全 克

事務所 紅 市中央1-7-21

戸 谷  八  内

80495(22)2008

年
記
念
同
期
△
ど

は
、
そ
の
記
念
誌

「柏
朋
」
を
今
年
の

二
月
に
発
刊
致
し

まヽ
し
た
が
、
今
年

は

一
千
年
代
最
後

の
節
目
の
年
で
あ

り
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
来
年
は
二
千

年
、
再
来
年
は
主

十

一
世
紀
最
初
の

年
と
そ
れ
ぞ
れ
意

義
あ
る
年
に
当
た

り
ま
す
。
そ
れ
を

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
に
二
回
卒
、
三

回
卒
の
方
々
が
続

け
て
下
さ
れ
ば
、

４
　
貫
井
　
健

一
（神
泉
村
）

中
澤
や
よ
い

（深
谷
市
）

５
　
小
暮
　
　
旭

（本
座
市
）

Ｏ
荒
井
真
理
子

（本
座
市
）

出
内
　
業
穂

（本
座
市
）

６
　
堀
内
　
真
署

（美
量
町
）

閑
根
　
梨
恵

（本
座
市
）

７
０
齋
藤
　
拓
也

（本
座
市
）

三
澤
　
冴
絵

（妻
沼
町
）

８
　
塩
原
　
邦
夫

（美
里
町
）

黒
澤
　
愛
美

（熊
谷
市
）

９
　
今
泉
　
浩
行

（妻
沼
町
）

荒
川
　
　
彩

（児
五
町
）

定
　
金
井
　
　
笑

（上
里
町
）

本
部
・支
部
役
員

会
　
　
長
　
一戸
谷
　
全
克

副

会

長
　
立
川
　
大
作

副

会

長
　
一品
本
　
敏
子

副

会

長
　
浦
水
　
　
賛

副

会

長
　
吉
盟
　
建
治

副

会

長
　
塚
越
　
寿
衛

副

会

長
　
竹
並
栄

一
郎

副

会

長
　
一戸
谷
洋

一
鮮

副
会
彙
教
頗
）

保
泉
　
商
良

劇
〈曇
森
頭
）

小
峰
　
理
介

会

　

計
　
内
野
ヨ
シ
ユ

会
　
　
計
　
清
水
　
正

一

監
　
　
事
　
江
原
　
清
音

監
　
　
事
　
竹
内
恵
美
子

顧
　
　
閣
　
剛
　
　
緒
孝

腰
問
⌒校
長
）

郷
原
　
康

一

宮

本

町
　
卜
部
　
義
典

泉
　
　
町
　
竹
並
栄

一
郎

上
　
　
町

境
野

　

登

照

若

町
　
岩
本
　
英
人

七

軒

町
　
町
田
　
一
徳

雷第冒讐害 中 高 高 高 女
9 6 4 6 1 6 最讐夢夢品奮甘甲

仲
　
　
町
　
中
国
　
陥

一　
中
１９

本
　
　
町
　
失
代
　
細
正
　
高
６

商

本

町
　
村
園
敬
次
郎
　
中
２２

ム中
　
　
町
　
松
本
　
敬

一　
定
１

末

広

町
　
野
横
　
直
治
　
一品
５

諏

訪

町
　
井
上
　
畠
幸
　
中
筋

朝

日

町
　
内
藤
　
　
明
　
高
３

藤
　
　
圏
　
営
崎
　
興
憲
　
高
４

仁
　
　
手
　
福
島
　
好
正
　
一角
３

旭
　
　
亀
日
　
本
二
　
高
４

北
　
　
泉
　
塩
原
　
　
晩
　
高
５

今
　
　
井
　
鈴
木
　
　
弘
　
中
１３

児
　
　
玉
　
吉
田
　
建
治
　
蔦
２

美
　
　
塁
　
春
山
　
一
ど
一　
高
３

神
　
　
川
　
金
井
　
久
直
　
中
２２

神
　
　
泉
　
秋
山
　
欣
彦
　
高
２８

上
塁
神
保
原
　
森
村
　
信
行
　
一品
１４

上
里
賀
業
　
小
野
　
英
彦
　
高
１４

上
塁
七
本
木
　
斎
藤
　
勝
次
　
高
Ｍ

上
里
長
購
　
小
柳
　
喜
政
　
一品
１０

岡
　
　
部
　
茂
本
　
　
肇

中
１４

寄
　
　
居
　
松
本
　
恭
二
　
高
２

深
　
　
谷
　
清
水

　

賃
　
中
１９

熊
　
　
谷
　
西
村
　
茂
雄
　
中
１７

県
庁
県
南
　
小
池
　
　
久
　
高
１０

伊

勢

崎
　
昔
澤
　
唯
志
　
一品
１１

新
　
　
町
　
一品
鳴
　
重
皓
　
一品
６

東
　
　
一承

【島
田
　
一五
郎
　
中
４

キ摩
補
役
所
　
戸
容
洋

一
郎
　
高
１４

エ
ー
ザ
イ
　
北
川
　
　
茂
　
」，円
狙

沖

電

気
　
村
岡
　
徳
英
　
高
１５

児
玉
都
市
教
職
員
宮
鄭

　

彰
　
高
Ｍ
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青

春

の
日

々

高
校
第

一
題
卒
業
生
が
、
卒
業

後
五
〇
周
年
記
念
誌
と
し
て

「柚

朋
」
を
発
行
さ
れ
ま
し
た
。
九
二

ペ
ー
ジ
か
ら
な
る
た
い
そ
う
立
派

な
冊
子
で
、
私
も
そ
れ
を
項
戴
し
、

ま
た
、
本
校
図
書
館
に
も
ご
恵
賠

い
た
だ
き
ま
し
た
。

表
紙
を
開
く
と
、
画
家
と
し
て

ご
活
躍
中
の
黒
沢
信
男
氏
の
、
風

権
の
あ
る
、
い
か
に
も
大
正
時
代

の
建
築
物
と
い
う
本
造
の
学
び
舎

の
、
ベ
ン
画
の
扉
絵
が
ま
ず
用
し

飛
び
込
ん
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
投

業
風
景
、
七
柏
園
な
ど
の
懐
か
し

い
写
真
、
続
い
て
卒
業
生
ｉ
ｔ
転

の
語
る
当
時
の
学
校
生
活
が
、
五

〇
年
と
い
う
年
月
を
経
て
い
る
と

は
思
え
ぬ
ほ
ど
生
き
生
き
と
、
昨

日
の
こ
と
の
よ
う
に
語
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
中
に
は
軽
井
沢
剛
健

行
軍
に
つ
い
て
の
思
い
出
が
五
編

も
あ
り
、
青
春
を
か
け
た
日
々
の
、

苦
く
も
楽
し
い
記
録
と
な

っ
て
い

ま
す
。

在
学
当
時
を
語
る
柏
陵
ニ
ュ
ー

学
蟹

郷

原

康

ス
の
抜
粋
や
文
募
作
品
に
、
若
き

日
の
生
の
あ
り
よ
う
と
忍
び
な
が

ら
、
翻
っ
て
今
の
高
機
生
に
置
を

転
じ
て
み
ま
す
。
平
成
の
今
日
、

本
産
高
校
で
学
ぶ
生
後
た
ち
も
、

当
然
、
当
時
の
青
年
と
同
じ
よ
う

に
勉
学
に
励
み
、
困
難
に
挑
み
、

自
ら
の
人
生
を
楚
楚
と
し
て
生
き

て
い
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
戦

中
戦
後
の
混
乱
し
た
時
代
と
、
二

十
世
紀
を
目
前
に
控
え
、
宇
宙
旅

行
も
夢
で
は
な
い
時
代
と
い
う
、

ｉ
つ
の
時
代
の
違
い
を
越
え
て
、

い
つ
の
時
代
に
も
若
者
は
、
自
ら

の
生
を
精

一
杯
に
生
き
る
と
い
う
、

そ
う
い
う
姿
が
学
圏
に
は
あ
り
ま

す
。学

校
遇
五
日
制
、
授
業
内
容
の

大
幅
な
改
正
と
い
う
大
き
な
時
代

の
う
ね
り
の
中
で
、
私
達
は
本
高

生
が
、
い
っ
そ
う
白
ら
を
摩
き
、

社
会
に
貢
献
で
き
る
人
材
と
し
て

育

つ
よ
う
学
校
を
上
げ
て
取
り
組

む
所
存
で
す
。

同
窓
生
の
皆
様
に
は
、
母
校
に

対
す
る
ご
支
援
に
厚
く
感
謝
中
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
あ
わ
せ
て

同
窓
生
の
管
様
の
ま
す
ま
す
の
ご

健
勝
、
ご
発
展
と
、
さ
ら
な
る
ご

活
躍
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

全
国
制
生
徒
会
長

雀

井

　

卓

暖
か
く
な

っ
て
き
た
今
日
こ
の

ご
ろ
、
皆
様
い
か
が
お
過
ご
し
で

し
ょ
う
か
。
僕
た
ち
本
座
高
校
生

徒
会
は
、
新
入
生
歓
迎

ハ
イ
キ
ン

グ
を
実
施
す
る
た
め
の
準
備
を
進

め
て
い
ま
す
。

新

一
年
生
が
入
学
し
て
約

一
ケ

月
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
ｏ

皆
様
が
高
級

一
年
生
の
時
は
ど
ん

な
思
い
だ

っ
た
で
し
ょ
う
か
、
き

っ
と
心
が
躍
る
よ
う
な
気
持
ら
だ

っ
た
で
し
ょ
う
。

こ
れ
か
ら
、
生
徒
総
会
や
柏
樹

祭
や
球
披
大
会
な
ど
、
い
ろ
い
ろ

を
行
事
が
あ
り
ま
す
が
、
本
校
ら

し
く
が
ん
ば

っ
て
い
こ
う
と
思
い

ま
す
。

定
時
制
生
徒
会
長

米

田

億

子

新
入
生
を
迎
え
、
新
鮮
な
気
持

ち
で
、
新
た
な
学
校
生
活
が
始
ま

り
ま
し
た
。

私
達
定
時
制
課
の
学
校
生
活
は

全
日
制
と
は
違
い
働
き
な
が
ら
学

ぶ
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。
働
き
な

が
ら
章
校
に
通
い
勉
強
す
る
と
い

う
生
活
は
決
し
て
楽
な
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
楽
で
は

な
い
ぶ
ん
自
分
に
と
っ
て
プ
ラ
ス

に
な
る
こ
と
を
た
く
さ
ん
得
る
こ

と
が
で
き
、
た
く
さ
ん
の
こ
と
を

学
べ
る
と
私
は
思

っ
て
い
ま
す
。

新

一
年
生
の
み
な
さ
ん
は
こ
の
生

活
ほ
償
れ
る
ま
で
は
大
変
だ
と
思

い
ま
す
が
い
頑
張

っ
て
は
し
い
と

思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
私
は
生
徒

会
長
と
し
て
、
自
分
の
た
め
、
学

校
の
た
め
に
よ
り
良
い
学
校
づ
く

り
を
し
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い

ま
す
。

（写
果
は
本
人
の
希
望
で
掲
載
し
ま
せ
ん
）

書 楽会 案 内
●バリトン 浦 野智行

本高331pl卒

東京芸術大学芦楽科卒業
日本音楽コンクールニ位入賞
日露音楽家協会所属

曲 目  ・ 株 光 作曲
・四つの夕慕の歌 他

●パ  ス  浦 野実成

本高30回卒
東京芸術大学声薬科卒業
ミュンヘン音楽大学非常勤講師

由 目  ・ シューベルト作曲
白鳥の歌より愛のたより絶

所 埼 玉グランド本テル本庄
時 8月 28日tfD 闘7:00
費 2,500円
催 本 庄昔桑鑑賛会
援 本 高岡窓会

場

日
会
主
後

平
成
十

一
年
度

当
初
人
事
異
動

（敬
称
略
）

【退
職
】

教
　
論
　
中
畳
　
　
敬

（全
国
制
）

教
　
論
　
小
暮
　
直
子

（金
臣
細
）

【満
了
】

集
習
助
手

田
中
　
久
枝

（盆
日
制
）

主
　
事
　
熊
本
　
友
子

（金
盟
制
）

【転
出
】

教
　
頭
　
芹
川
　
真
澄

高
数
一
課

教
　
論
　
圏
中
　
明
徳

太
圧
北
高

教
　
論
　
中
島
　
　
豊

求圧
北
高

教
　
論
　
小
金
沢
喜
範

本
庄
北
高

教
　
論
　
森
　
　
康
洋

行
田
五
高

教
　
論
　
坂
巻
　
博
司

熊
谷
二
高

教
　
論
　
浅
見
　
宏
子
秩
父
農
五
高

教
　
論
　
和
久
丸
　
豊

妻
沼
高

【転
入
】

教
　
頭
　
保
泉
　
商
良

松
山
高
定

教
　
論
　
営
嶋
　
　
敏

空解
一北
高

教
　
払師
　
高
構
　
克
彦

熊
谷
工
高

教
　
論
　
田
阪
　
登
史

吹
上
高

教
　
論
　
士口
野
　
雅
文

妻
沼
高

教
　
論
　
内
藤
　
畠
義

水
座
北
高

教
　
論
　
斎
藤
　
裕
治

砕
押
怖

教
　
論
　
失
内
　
信
雄

熊
谷
二
高

教
　
論
　
根
岸
　
格
子

川
本
高

教
　
論
　
案
原
　
数
光

熊
谷
市
女

策
習
助
手
　
一品
村
　
恭
子
児
玉
白
鵜
高

主
　
任
　
橋
本
佐
知
子

熊
谷
女
高

【更
新
】

非
講
部

非
講
師

非
講
師
一

【昇
任
】

主
任
司
書

堤
　
由
紀
子

（金
田
制
）

【昇
鵜
】

業
務
主
任
　
石
川
　
勝
美

⌒定
時
型

【新
採
用
】

学
校
歯
科
医

濱
坂
　
法
優

（全
日
制
）

小
宮
山
綾
子

（念
日
制
）

大
場
　
啓
子

⌒定
監
型

伊
藤
　
貴
子

（定
時
制
）

本

高

応

援

歌

江

一
、
敵
陣
い
か
に
整
く
と
も

打
ち
で
破
れ
ぬ
こ
と
や
あ
る

そ
の
　
Ｏ
校
や
な
ん
の
そ
の

そ
の
　
Ｏ
校
や
な
ん
の
そ
の

工
、
武
蔵
の
原
に
こ
だ
ま
す
る

若
き
我
等
の
歌
声
に

櫓
陵
ナ
イ
ン
よ
勇
み
た
て

勝
利
の
女
神
よ
ほ
ほ
え
ま
ん

計

報

関
日

畠
助
先
生

先
生
は
旧
制
中
学
六
田

卒
の
大
先
輩
で
あ
る
と
共

に
、
母
校
に
は
和
年
二
千

二
年
二
月
よ
り
昭
和
五
十

五
年
二
月
ま
で
二
十
五
年

間
に
わ
た
り
教
鞭
を
執
ら

れ
、
多
く
の
後
輩
を
育
成

な
さ
い
ま
し
た
。
ま
る
平

成
十

一
年
二
月
十
八
日
入

十
六
歳
の
高
齢
で
ご
逝
去

な
さ
い
ま
し
た
。

奉
山
　
直
先
生

先
生
は
高
校
八
順
卒
の

同
窓
生
で
あ
り
ま
す
が
、

母
校
に
は
昭
和
五
十
二
年

四
月
よ
り
昨
年
二
月
ま
で

二
十

一
年
間
勤
務
な
さ
れ
、

そ
の
間
六
十
周
年

・
七
十

周
年
に
は
記
念
議
の
縮
祭

に
尽
力
な
さ
い
ま
し
た
。

平
成
十

一
年
二
月
五
日
ご

逝
去
な
さ
い
ま
し
た
。

お
二
人
の
先
生
方
の
ご

宴
福
を
心
よ
り
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。
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(表3) 主 な合格大学

国 公 立 大 学 合格数 進学数

1 群 ,尋

2 埼 玉

3 茨 城

4 秋 田

5 金 沢

2

2

1

1

1

1 )

1 )

1 )

1 )

0)

2  ( 1 )

0  ( 0 )

1  ( 1 )

1  ( 1 )

1  ( 0 )

高崎経済

埼玉県立

Ю

０

1  ( 0 )

0  ( 0 )

国 公 立 合 計 9 (4) 6 (3)

今
春
の
進
路
状
況

７
齢税覇

進
路
指
導
部

飯
　
塚
　
尚
　
人

短
大
）
進
学
率
が
４２
．
７
％
と
昨
年
に

比
べ
そ
れ
ぞ
れ
４
．
７
％
ヽ
４
，
８
％
の
伸

び
を
み
せ
た
。
浪
人

（未
定
）
数

が
２２
人
滅

っ
た
と
は
言
え
、
ま
だ

‐‐２
人
も
お
り
、
浪
人
数
の
減
少

（進
挙
率
の
向
上
）
を
計
る
こ
と

が
今
後
の
進
路
指
導
部
の
課
題
で

あ
る
と
言
え
る
。

進
学
で
は
、
国
公
立
大
学
の
合

格
数
が
こ
こ
数
年
１０
人
前
後
で
推

移
し
て
い
る
。
三
年
の
四
月
当
初

は
国
公
立
希
望
が
５０
人
以
上
も
い

る
が
、
成
絞
上
位
者
の
多
く
が
指

定
綾
推
薦
、　
一
般
推
薦

（四
年
制
、

短
大
あ
わ
せ
て
７。
人
が
推
蒲
で
入

学
）
へ
流
れ
て
し
ま
っ
た
り
、
ま

た
、
最
終
的
に
は
い
ろ
い
ろ
な
受

験
型
で
同

一
学
科
へ
の
複
数
画
チ

ャ
レ
ン
ジ
が
可
能
な
私
立
大
へ
志

望
変
向
し
て
い
る
。
実
際
、　
一
月

の
セ
ン
タ
ー
試
験
で
は
１２０
人
程
の

受
験
者
の
う
ち
５
教
科
受
験

（国

公
立
対
応
）
し
た
の
は
１０
人
た
ら

ず
で
あ
る
。
生
徒
だ
け
で
な
く
保

護
者
に
も

「浪
人
は
し
た
く
な
い
、

さ
せ
た
く
な
い
」
と
い
う
強
い
気

持
ち
が
働
い
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

進
学
分
野
を
み
て
み
る
と
、
四

年
制
、
短
大
、
専
門
学
校
全
で
に

わ
た
り
資
格
取
得
、
実
学
志
向
が

続
い
て
い
る
。

（表
２
）
　

４

ま
た
、
就
職
に
つ
い
て
は
、
お

望
者
１２
人
全
員
が
決
定
す
る
こ
と

が
で
き
た
。

今
年
も
ひ
と
り
で
も
多
く
の
進

路
希
望
実
現
を
め
ざ
し
て
努
力
し

て
い
き
た
い
。

平成11年 進路状況

(4年制大学)

4年制大学、( )は 現役
短期大学、専F母学校は現役のみ

受
験
人
用
の
減
少
に
伴
い
、
数

字
的
に
は
入
り
易
く
な
っ
た
大
学

で
は
あ
る
が
、
中
堅
以
上
の
難
関

大
学
は
相
変
わ
ら
ず
厳
し
い
今
年

の
入
試
で
あ

っ
た
。

進
路
状
況
は
表
１
の
通
り
で
、

進
路
決
定
率
が
６９
，
０
％
、
大
学

（含

私 立 大 学 合格数 進学数

1 大 東文化

2 城 西

3 東 洋

4 立 正

5 日 本

41 (161

28  (19

28  111)

23  1111

17  〔5)

22  (1分

18  (9)

16  (8)

13  (8)

9  ( 5 )

6 駒 沢

7 法 政

8 帝 京

9 東 海

10 東 京国際

1 4 ( 1 )

1 1 ( 2 )

10  (8)

7  ( 4 )

6  ( 4 )

3  ( 0 )

5  ( 2 )

6  ( 6 )

5  ( 4 )

3  ( 3 )

11 国 士館

12 明 治

13 跡 見学園女子

14 郷 協

15 亜 細亜

6  ( 1 )

5  ( 1 )

5  ( 4 )

5  ( 3 )

5  ( 1 )

( 0 )

( 1 )

( 3 )

( 2 )

( 1 )

16 関 東学圏

17 導 惨

18 埼 玉工業

19 立 教

20 東 京工科

5  ( 2 )

4  ( 3 )

4  ( 2 )

4  ( 1 )

4  〔3 )

0  ( 0 )

3  ( 3 )

3  ( 2 )

3  ( 1 )

2  ( 2 )

21 青 山学院

22 中 央

23 文 教

24 拓 殖

25 武 蔵

4  ( 1 )

4  ( 1 )

4  ( 1 )

4  ( 2 )

4  ( 1 )

2  (い

2  ( 1 )

2  ( 1 )

1  ( 0 )

1  ( 1 )

26 帯 奈川

27 工 学院

28 駿 河台

29 神 奈川五科

30 東 京電機

4  ( 0 )

3  ( 2 )

3  ( 2 )

3  ( 1 )

3  ( 1 )

l  F O )

3  ( 2 )

3  ( 2 )

1  ( 1 )

1   (1)

明治学院

女子栄養

東京家欧

足利工業

東京農業

( 0 )

(2)

【2 )

( 0 )

( 0 )

〔0 )

( 2 )

( 2 )

( 0 )

( 0 )

聖学院

江戸川

武蔵野音楽

囲學院

学習院

2  ( 2 )

2  ( 2 )

2  1 2 )

2  ( 1 )

2  ( 0 )

1  ( 1 )

1  ( 1 )

ユ ( 1 )

1  ( 1 )

1  ( 0 )

私 立 合 計 331(135) (98)

4年 生大学合計 340(139) 1 7 8 ( l o l )

( )は 現役

(表1) 平 成11年度進路状況

人 数  昨 年比

卒 業 者 数 361(-13)

大
　
　
学

国  立 3 ( + 1 )

公  立 0 ( - 1 )

私  立 (

合  計 (

短
　
　
大

目  立 0 (  0 )

公  立 3 ( + 2 )

私  立 50(+lo)

合  計 53(キ 12)

専 FB 学  校 8 3 1 - 7 )

就
　
職

公務員 4 ( + 3 )

民  間 8 ( + 2 )

合  計 12(キ 5)

進路決定者数 (+

浪人 (未定 )数 112(-22)

大 学 進 学 率 42.7% (+4.7)

進 路 決 定 率 69,0% (+4.8)

(表2) 分 野別進学数

4年 調 大 学

文 ・語学系 30  1221

法 ・政治系

商経系 60  271

その他社会系 19  1101

理学系 7 (4)

工学系 25  (161

農学系

医学系 1 (0)

医療 い看護系 1 【 0)

薬学系

家政系 6 (5)

教育系 1 (0)

芸術系 4 {4)

その他 ユ

計 181(101)

短期大学

文 ,議学系

法 ,政治系 1

爾経系

その他社会系

医療 ・看護系

福祉系

家政系

教育系

芸術糸

合   計

専門学校

工業技術系

医療 ・看護系

保育 ・福祉系

調理 ・美容係

商業集務系

家政系 5

文化 ・教養系

合  計
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親
愛
な
る
会
員
の
皆
様
、
私
達
は
母
校
へ
の
寄
与
寅

献
と
会
員
相
互
の
親
睦
向
上
を
願
い
努
力
し
て
お
り
ま

す
が
、
基
礎
財
源
は
年
会
費
又
は
終
身
会
費
で
あ
り
ま

す
。
未
納
の
方
の
御
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第

で
す
。
な
お
、
諸
般
の
事
情
に
よ
り
二
千
数
年
振
り
に

会
費
改
定
を
総
会
に
諮
る
事
に
役
員
会
で
決
定
致
し
ま

し
た
。
具
体
的
に
は
年
会
費
は
現
行
壱
千
円
が
平
成
十

雑
難
‐こ度
雄
判
試
靖
岬
離
Ｌ
受
青

一定
距
筋
脚
藤
対
げ
酪
綾

の
予
定
で
あ
り
ま
す
。
ご
理
解
御
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

本
高
同
慈
会
役
員

一
同

■
納
入
方
法

会
費
納
入
の
際
に
は
二
重
納
付
を
避
け
る
た
め
に
も
必
ず

ご
送
付
申
し
上
げ
た
援
込
用
紙
を
ご
使
用
下
さ
い
。

な
お
念
の
た
め
加
入
者
名
・
Ｈ
座
番
号
を
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

加
入
者
名
　
埼
玉
県
立
本
底
高
等
学
校
同
窓
会

田
座
番
号
　
○
〇

一
二
〇
―
六
―

一
八
七
〇
二
〇

終
身
会
費

納
入
者
芳
名
（擦額

（Ｈ
‐０
・
‐２
・
‐
～
‐１
，
３
・３‐
）

寄
付
者
芳
名
（鱒締型

（Ｈ
河
・
確
・
１
～
Ｈ
。
３
●
３‐
）

【実
４
】
林
　
　
千
代

平
成
１０
年
度

年
会
費
納
入
者
芳
名

（年
度
別
・敬
称
略
）

（Ｈ
‐０
，
‐２
・
‐
３
＝
●
３
●
掛
）

【高
２８
】
秋
山
　
放
彦

【高
４９
】
清
水
　
　
歩
　
川
上
　
淳
一

案
隅
　
龍
介
　
関
田
　
真
市

鈴
木
し
の
ぶ
　
今
井
　
　
神

逸
見
久
美
子
　
吉
田
理
恵
子

石
井
　
竜
児
　
小
山
　
洋
子

茂
本
　
知
春
　
相
川
　
道
大

根
岸
　
明
美
　
青
木
　
　
高

須
藤
　
貴
慈
　
半
田
　
一ぷ
子

岡
田
　
尚
子

【高
５。
】
叶
　
　
　
隆
　
須
藤
　
　
悟

渡
辺
　
水ヽ
幸
　
井
沢
　
友
子

小
幕
　
光
代
　
真
下
　
拓
生

新
井
　
和
臣
　
樋
日
佐
悪
子

題
島
　
満
人
　
小
野
沢
由
紀

瀬
山
　
悦
子
　
青
木
　
基
真

構
沢
　
光
洋
　
内
野
　
泰
志

高
柳
　
和
広
　
富
　
千
代
子

遠
藤
ゆ
か
り
　
藤
本
　
綾
子

一女
高
と

森
田
　
久
子

【高
４
】
林
　
　
敏
郎

【高
１０
】
小
池
　
　
久

【高
１８
】
大
久
保
和
政

【高
距
】
小
竹
美
代
子

【高
独
】
奥
野
　
雄
■

星
野
　
和
子

吉
岡
　
孝

↓

【高
２３
】
田
部
井
春
美

深
閲
　
　
操

【高
２４
】
石
番
可
奈
子

高
野
　
畠
巳

【高
２６
】
植
野
由
紀
夫

清
水
真
由
美

【高
２７
】
金
井
　
　
弘

鈴
木
業
世
子

一
本
　
英
子

【高
２８
】
高
橋
由
美
子

【寓
２９
】
渋
沢
　
治
雄

【高
３。
】
荒
井
　
良
子

【高
４９
】
高
田
　
究
之

一高
５。
】
岡
田
　
畠
悟

駒
水
　
沙
首

一定
１９
】
清
水
　
誠

一

本
村
　
文
子

清
水
　
勤

一

案
原
　
幸
雄

笠
原
　
　
隆

野
本
　
治
司

橋
本
　
　
実

金
沢
い
づ
み

山
田
　
貴
子

金 握
井 美
て
る 英
子 ,子

平成10年度収支決算書(案)
自 平成10年4月 1日 ～ 至 平成11年3月31日

(単位 円 ) (案)
(単位 円 )

財 産 目 録
平成11年3月31日

収入の部

率の合計が繰越金である。
(4,522,127F3)

会計監査報告
平成10年度の監査を行いましたとこ

ろ諮帳簿一切過誤なく、正当である

ことを認めます。

漕 苦

患美子

原

内

江

竹

平成11年5月 14ど'

監事

依って次期繰越金は収入合計8,312,683円一支出合計3,790,556円章4・522,127阿である。          監 事

科 目 金  額

定期預金(横立金)

定期預金(積立金)

定額預金(横立金)

定額預金

定額預金

普通預金(あさひ銀行)

普通預金(あさひ銀行)

当座預金

現金

郵便局振替田座

1,002,000

11,012,861

5,145,000

中 2,662,000

Ⅲ l,006.000

孝  721,627

キ   92,462

*   25,962

*    1,958

*   12.118

合 計 21.681、988

科 目 決 算  額 予 算 額 比較増減

金

費

費

金

入

金

会雑会付収帥

入

終

年

等

雄

前

768,000

1,820,000

181,000

11,000

6,903

5,525,780

768,000

500,000

100,000

10,000

100,000

5,525,780

0

1,320,000

81,000

1,000

どヽ 93,097

0

合   計 8,312,683 7,003,780 1,308,903

出

目科 決 算 額 予 算  額 比較増減

費

費

費

金

費

費

安

費

費

給

誌

費

会

的

輸

卵

議

信

際

韓

鞠

韓

申

備

総

組

記

母

会

違

交

中

事

育

８０

予

279,448

898,624

245,700

50,000

20,000

1,484,255

45,940

0

721,589

50,000

0

0

350,000

1‐100,000

249,600

50,000

50,000

2,200,000

150,000

200,000

1.000,000

50,000

1,000,000

604.180

Z 7ゝ0,552

∠ゝ206,376

∠ゝ3,900

0

∠ヽ30,000

∠ヽ715,745

Z 1ヽ04,060

Z 2ヽ00,O00

Z 2ヽ78,411

0

Z 1ヽ,000,000

∠ヽ604.ユ80

合   計 3,790‐556 7,003,780 Z 3ヽ,213.224

平
成
十
年
度
事
業
報
告

　

，ｔ

抑
年
４
月
　
母
綾
入
学
式
に
出
席

５
月
　
会
計
監
査

６
月
船
会
報
二
七
号
発
行

像
通
常
総
会
開
催

７
月
　
部
活
動
の
応
援

８
月
　
高

一
回
卒
、
記
念
同

期
会
開
催
準
備

９
月
働
母
校
文
化
察
に
出
席

の
高

【
回
卒
、
年
後
五

十
年
記
念
事
業
開
催

１１
月
　
八
十
周
年
誌
用
記
事

収
集

１１
年
１
月
　
会
報
二
八
号
発
行

２
月
０
支
部
長
会
議
及
び
新

年
会
の
開
催

０
育
英
金
及
び
母
校
助

成
金
の
贈
量

０
高

一
回
卒
作
成
の
記

念
誌

「相
朋
」
の
贈

豊

３
月
０
新
会
員
入
会
式
開
催

０
新
幹
事
委
嘱
状
授
与

０
母
綾
卒
業
式
へ
出
席

※
毎
月
定
例
役
員
会
の
開
催

平
成
十

一
年
度
事
業
計
画
素

狙
年
４
月
　
母
綾
入
学
武
に
出
庸

５
月
　
会
計
監
査

６
月
０
会
報
二
九
号
発
行

０
通
常
総
会
開
催

７
月
　
部
活
動
の
応
援

８
月
　
記
念
誌
委
員
会
開
催

９
月
　
母
校
柏
樹
察
見
学

的
月
　
中
高
連
絡
会
の
開
催

強
月
　
記
念
講
演
会
の
開
催

貶
月
　
会
報
三
十
号
発
行

‐２
年
１
月
　
育
英
金
及
び
母
校
助

成
金
の
贈
星

２
月
　
支
部
長
会
議
及
び
新

年
会
の
開
催

３
月
働
新
会
員
入
会
式
開
催

の
新
幹
事
委
嘱
状
授
与

０
母
綾
卒
業
式
へ
出
席

※
毎
月
定
例
役
員
会
の
開
催


